
選抜１期②・数学 

令和８年度 岡山学芸館高等学校 選抜１期入試【1月 2３日】 問題（数学） 

No.1 

数 学（45分） 

 

受験番号 

 
（算用数字） 

 

次の①～⑤の計算をしなさい。⑥～⑩は指示に従って答えなさい。 

 

① 6－(－4) 

② (－7)×8 

③ 3(2x－3y)－5(x－2y) 

④ (－12ab)×
 3 

 4 
a 

⑤ 
12

6
 －( 2＋ 3)2 

 

⑥ 2次方程式 x2－3x－5＝0を解きなさい。 

 

⑦ 
504
n
が自然数となるような自然数 nのうちで、最も小さい値を求めなさい。 

 

 

⑧ 右の図で、∠xの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

⑨ 右の図は、ある中学校のバスケットボール

部員 21人について、1人が 10回シュートを

行ったうちのゴールに入った回数を箱ひげ図

に表したものである。ゴールに入った回数が

6回以下の人は何人か求めなさい。 

 

⑩ 右の図は、半径 4cm の球を 8 等分した立体である。この立体の

表面積を求めなさい。ただし、円周率はπとする。 

 次の表は、下の[規則]に従って、1 から始まる奇数を小さい順に途切れることなく並

べたものである。下の＜会話＞は、この表について、先生と花子さんが話しているよう

すを表している。次の①、②に答えなさい。 

 

[規則] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  上の＜会話＞の⑴～⑶に、nを用いた最も簡単な式を書き入れなさい。 

 

② n行目の最も大きい数と、n行目の 4列目の数との和が 642のとき、nの値を求めなさい。  

２ 

＜会話＞ 

１ 

1．1行目は、1列目から 6列目まで、1か

ら始まる奇数を順に並べていく。 

2．2行目は、1行目の最も大きい奇数の次

の奇数から順に、6 列目から 1 列目まで

並べていく。 

3．3行目は、2行目の最も大きい奇数の次

の奇数から順に、1 列目から 6 列目まで

並べていく。 

4．このようにして、奇数の行は 1列目から

始まり 6列目まで、偶数の行は 6列目か

ら始まり 1列目まで奇数を順に並べてい

く。 

先生：この表の数について、n行目の最も大きい数を nを用いた式で表すことはできま

すか。 

花子：11から始まって 12ずつ大きくなるから ⑴  と表せます。 

先生：そのとおりです。では、n行目の 4列目の数を nを用いた式で表すことはできる

でしょうか。 

花子：10増えたり、14増えたりして一定ではないから難しいですね。 

先生：nが奇数の行では、4列目の数は最も大きい数より 4小さいから、 ⑵  と表せ

ますね。 

花子：では、nが偶数の行では、4列目の数は最も大きい数より 6小さいから、 ⑶  と

表せばよいのでしょうか。 

先生：正解です。 



選抜１期②・数学 

 

No.2 

 
受験番号 

 
（算用数字） 

  

次の図のような 2、3、4、6、8、9の数字が 1つずつ書かれた 6枚のカードがある。

この 6 枚のカードを袋に入れ、1 枚取り出し、取り出したカードは袋に戻さずにもう 1

枚カードを取り出す。1 回目に取り出したカードに書かれた数字を十の位の数に、2 回

目に取り出したカードに書かれた数字を一の位の数にした 2けたの数をつくる。このと

き、つくられた 2 けたの数は、下の[ルール]に従って得点が与えられる。下の＜会話＞

は、つくられた 2けたの数に与えられた得点の合計について太郎さんと春子さんが話し

ているようすを表している。次の①、②に答えなさい。ただし、どのカードの取り出し

方も同様に確からしいものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 上の＜会話＞の⑴、⑵にあてはまる適当な数を書き入れなさい。 

 

② 得点の合計が 6点となる確率を求めなさい。 

 

右の図のように、関数 y＝ 
 1 

 2 
x2と関数 

y＝ax2(a＜0)のグラフがある。2 点 A、B は関数

y＝ 
 1 

 2 
x2のグラフ上の点であり、x座標はそれぞ

れ 4、－3 である。点 C は y＝ax2のグラフ上の

点であり、線分ACは y軸に平行である。 

また、線分ACと x軸との交点をDとし、 

AD：DC＝2：1である。このとき、次の①～④

に答えなさい。 

 

① aの値を求めなさい。 

 

 

② 直線ABの式を求めなさい。 

 

 

③ △OABと△OACの面積の比を最も簡単な整数の比で表しなさい。 

 

 

④ 0＜t＜4である tについて、直線 AB、直線OA、関数 y＝ax2のグラフ上の x座標が tで

ある点をそれぞれP、Q、Rとする。PQ：QR＝3：5となるとき、tの値を求めなさい。 

 

 

３ ４ 

太郎：例えば、つくられた 2けたの数が 28の場合は、偶数で 4の倍数だから、得

点の合計は 4点になるね。 

春子：つくられる 2けたの数は全部で  ⑴  通りだから、つくられる 2けたの数

の得点の合計の確率を求めることができるね。 

太郎：ところで、得点の合計が 5点になる場合はあるのかな。 

春子：3の倍数であり 4の倍数でもある場合は必ず偶数だから、その場合は得点の

合計は  ⑵  点になるね。 

太郎：ということは、得点の合計が 5点の場合はないということになるね。 

＜会話＞ 

[ルール] 

1. 偶数の場合は 1点とする。 

2. 3の倍数の場合は 2点とする。 

3. 4の倍数の場合は 3点とする。 

4. 素数の場合は 6点とする。 

5. 1～4のルールのうち、あてはまるものの点数の和を得点の合計とする。 
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No.3 

 
受験番号 

 
（算用数字） 

 

語群 

(1)  ABC  (2)  ACB   (3)  ACE   (4)  ADC 

(5)  対頂角  (6)  同位角   (7)  錯角   (8)  3組の辺 

(9)  2組の辺とその間の角  (10) 1組の辺とその両端の角  (11) 3組の辺の比 

(12) 2組の辺の比とその間の角   (13) 2組の角 

【証明】 

まず、△ACDと△BCEにおいて、 

△ABCは正三角形だから、 

AC＝BC ············································································· (ⅰ) 

△CDEは正三角形だから、 

CD＝CE ············································································· (ⅱ) 

∠ACD＝∠ (ア)  ＋∠ECD＝∠ (ア)  ＋60° ····················· (ⅲ) 

∠BCE＝∠ (ア)  ＋∠BCA＝∠ (ア)  ＋60° ····················· (ⅳ) 

(ⅲ)、(ⅳ)より、∠ACD＝∠BCE ··················································· (ⅴ) 

(ⅰ)、(ⅱ)、(ⅴ)より、  (イ)   がそれぞれ等しいので、 

△ACD≡△BCE 

合同な図形の対応する角の大きさは等しいから、 

∠CAD＝∠CBE  ·································································· (ⅵ) 

次に、△AGFと△BGCにおいて、 (ウ)  は等しいから、 

∠AGF＝∠BGC··································································· (ⅶ) 

(ⅵ)より、 

∠GAF＝∠GBC··································································· (ⅷ) 

(ⅶ)、(ⅷ)より、  (エ)   がそれぞれ等しいので、 

△AGF∽△BGC 

次の図のように、正三角形ABCと正三角形CDEがあり、3点B、C、Dは一直線上

にある。点Aと点D、点Bと点Eをそれぞれ結び、線分BEと線分AD、線分ACとの

交点をそれぞれ F、Gとし、線分ADと線分CEとの交点をHとする。このとき、次の

①、②に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① △AGF∽△BGCであることを次のように証明した。 (ア)  ～  (エ)  にあてはまるも

のは、(1)～(13)のうちどれか。それぞれ 1つずつ選び、番号で答えなさい。ただし、同じ記

号の     にはそれぞれ同じ番号が入るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② AB＝6cm、CD＝4cmであるとき、次の⑴、⑵に答えなさい。 

 

⑴ AG＝  (オ)  cm、EH＝  (カ)  cmである。 

 (オ)  、 (カ)  に適当な数を書き入れなさい。 

 

 

 

⑵ △ABCと△DEHの面積の比を最も簡単な整数の比で表すと、 

△ABC：△DEH＝  (キ) ： (ク)  である。 

 (キ) 、 (ク)  に適当な数を書き入れなさい。 

 

５ 


